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l は  し め に

本県での水稲機械移植面積は,作付面積の98%以上に達

しているが,稚苗機械移植の増収の決め手は,早期に生育

量を確保することである。このため,従来から「健苗の育

成Jと「早植えJが安定多収の鍵と言われている。また現

実には,植付直前の箱施肥
2,0,植

付後の早期追肥による

生育量確保の方法などが取られている。これらのことから,

昭和51年より被覆肥料 (通称 ;コ ーティング肥料 )による

稚苗育苗について検討し,苗質,本田初期生育などについ

て一応の成果が得られたので報告する。

2試 験 方 法

(1)育苗方法及び区の構成

ササニシキを供試し,木箱に200,を播種し,昭和55年

4月 ∞日に育苗 を開始した。育苗は32℃ 2昼夜出芽し,緑

化 と硬化は畑方式ビニール トンネル条件である。供試床土

は土性 LiC,PI1 4 8の 山土を用いた。

また,区の構成は,N,P205,K20各 々 2夕 を施肥し

た区を標準とし,被覆燐硝安加里の 100日 溶出タイプ,同

70日 タイプ,被覆硫カロ燐安 100日 タイプの各区でNを 5夕 ,

10夕 ,20′ の 3水準の区を設けた。また,燐酸の肥効,育

苗時の追肥を検討する区を設け合計14区で試験を実施した。

(2)移植後の調査

表 : 育苗終了時の苗の生育 栄養状態

育苗終了後直ちに本田に移植し(3本植え/株 ).草丈,

茎数,風乾重を移植後20日 目に調査した。また,同時に 1

3/5000ボ ット(N, P205,LO各 々057施用)に移植

し(3本植え/株 , 3株/ポ ット),14℃ の流水に20日 FF5

冷水処理した。その後常温下に10日 間置き,草丈,茎数,

風乾重を調査し,冷水に対する抵抗性について検討を行った。

3 試験結果及び考察

育苗は順調で,障害の発生はみられなかった。施llE量 を

増した場合や,低温時にみられる根がらみ不良症状はなか

った。育苗終了時の苗の生育,栄養状態 (表 1)は , 被覆

肥料の元肥施用により,苗丈10m～ 14ぃ,葉令 30葉前後

になり,被覆肥料での育苗は,標準山土区に比べ,草丈 ,

葉令とも進んでいる傾向が明らかであり,風乾物重につい

ても明らかに優れていた。また,施肥量を増すと風乾物重

も増加する傾向であった。苗の栄養状態をみると,窒素合

有率は,被覆肥料施用区で標準山土区より高く,施肥量を

増すと明らかに含有率は高く,ま た溶出度の異なる肥料間

では,溶出速度が早い70日 タイプの方が, 100日 タイプよ

り苗の窒素含有率は高かった。また,被覆燐硝安加里と被

覆硫加燐安では,苗の窒素含有率はほぼ等 しかった。燐酸

含有率は,燐酸成分の少ない被覆燐硝安加里で育苗した場

合,標準山土区に比べ含有率が低い
4)と

言われているが,

過燐酸石灰を施用することにより苗の含有率を高める事が
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可能である。また,燐酸成分の高い被覆硫加燐安での育苗

では,標準山土区に比し苗の燐酸含量が高い傾向がみられ,

加里含有率は,窒素含有率とほぼ同傾向であった。

本田での初期生育 (図 1)をみると,茎数は,標準山土

区に比較し被覆肥料を使った場合明らかに多い傾向を示し

特にN20夕 施用した区で顕著であった。風乾物重も茎数 と

同様な傾向で施肥量を増すに従い重い。苗の栄養状態と本

田での車丈,茎数,風乾物重との一次相関 (表 2)を みる

と,苗の栄養状態と本田での草丈には有意な相関は認めら

れなかった。しかし,苗の窒素含有率と茎数及び風乾物重

は相関が極めて高かった。このことから,苗の風乾重が窒

素含有率と並行している場合,窒素含有率の高い苗の移植

が本田での初期生育の確保に効果的である。

図 : 本田での生育

表 2 苗の栄養状態と本田での生育 n=14

また,移植後低温に遭遇することを想定し,冷水処理 (図

2)について検討した結果,茎数は,標準山土区に比較し,

100日 タイプ被覆燐硝安加里N10′ 区,同 N20,過硝酸石

灰加用区, 100日 タイプ被覆硫加燐安区で多く,被覆肥料

の施肥量との関係は認められなかった。苗の燐酸含有率に

応じ茎数が多い傾Fn3が うかがえた。地上部重についても同

様な傾向を示した。

苗の栄養状態と冷水処理後 10日 目の生育の単相関 (表 3)

を検討すると,苗の窒素及び燐酸含有率と草丈の間に弱い

相関が認められるが,最 も相関が認められたのは,苗の燐

酸含有率と,冷水処理後の茎数,ttL上部重であった。この

ことは,移植後低温に遭遇した場合や,冷水掛 り田では,

図 2 冷水処理後の生育

表 3 苗の栄養状態と冷水処理後の生育
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苗の燐酸含有率の高い苗の移植が,本田初期生育にとって

重要であること
1)を

示唆するものと思われる。なお今後床

土に水田土壊を用いた場合について検討が必要である。

4 ま  と  め

窒素の種類,溶出度の異なった被覆肥料を用い山土を床

土として育宙し,苗の栄養状態と本田での初期生育などに

ついて検討した結果を要約すれば次のとおりである。

(1)被 覆肥料による育苗は順調で,生育の良好な苗が育苗

可能であった。苗の風乾重,窒素,加里含有率は被覆肥料

の施肥量を増すと明らかに高まる。燐酸含有率については,

肥料の特徴がみられた。

(2)育宙終了後本田に苗を移植 した結果,苗の窒素含有率

と,茎数,地上部風乾重の相関が高く,高い窒素濃度の苗

の移植が本田初期生育の確保に有利であった。

(3)同 様に冷水処理では,苗の燐酸含有率と,茎数,地上

部重の相関高く,移植後の低温,冷水掛 りItL帯での燐酸の

重要性がうかがえた。
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